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要約
留学生と対人関係を築く日本人ホストを対象にした､異文化間ソーシャルスキル学習が､小グルー
プによるセッション形式で試行された｡セッションの流れは､参加者からの意見聴取による課題場面
の設定､ 1回目ロールプレイの実施､参加者の討論と講師による説明､ 2回目ロールプレイの実施､
参加者による振り返りと講師からの解説であった｡セッション中の発言記録､及びセッション後の記
錬用紙 ･評価用紙への自由記述について検討した結果､対人関係形成に関わる認知行動的な学習が行
われ､異文化間の対人的接触で必要となるソーシャルスキルの獲得が進んだことが分かった｡参加者
は､認知的には､相手の持つ異文化性をより意識するようになり､行動的には､相手が日本文化と相
手文化との違いを理解できるように配慮したコミュニケーションを心掛けるようになっていた｡具体
的には､文化的な規範を説明するときは､相手が納得できるような理由を付加する､日本文化の基準
に照らせば受け入れられない行動が実施されている場合は､その事実と実施による相手へのインパク
トを説明する､相手の文化的な基準を理解しそれを尊重しながら話す､非言語コミュニケーションを
効果的に取り入れて行動する等である｡
はじめに
高等教育のグローバル化の時代を迎え､日本の各大学では､海外からの留学生数が増大している｡
これは､大学の日常生活場面で､異文化間の対人接触が以前よりも頻繁に行われるようになっている
であろうことを意味する｡留学生を迎え入れるホストである日本人がどのように留学生と接し､村人
関係を構築していくべきかについては､議論が活発になされてきたとは言い難い｡ゲストとホストの
対人関係形成に関する研究は､多くの場合､ゲストである留学生側に焦点があてられ､留学生の異文
)4化適応という観点から取 り上げられてきたのが現状である (高井,199 ｡ホス トについては､ホス
)5
)5
トファミリーとして留学生を家庭に招き入れるにあたり必要な条件や心得を指摘したものや (多田, 
199 ､ホストファミリーとして留学生とのコミュニケーションを円滑にするスキルについて研究し 
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たものがある (藤野 ･田中,2006)｡前者は､心構えや認知的対処等に焦点を当てたものであり､後
者は､具体的､実践的な行動スキルの獲得にも焦点を当てているが､いずれも家庭場面という限られ
た場での関係性形成が取り上げられている｡だが､留学生が日本での社会生活を送っていく上で最も
困難を感じるのは､異文化性に起因する日本人ホストとの対人関係であるという佃 中 ･藤原,1992)0
それはホストファミリーとの関係にとどまるものではなく､周囲の日常的に関わる日本人との関係を
広く含んでおり､大学レベルの留学生であれば､日本人学生とのつきあい方も当然問題となってくる｡
対人関係が双方向的なものであることに鑑みると､留学生の困難は､同時に日本人ホストにとって
の留学生との対人関係形成上の困難という面が指摘できる｡しかしながら､留学生と接する日本人ホ
スト側からの異文化接触問題を取り扱った研究は過去において極めてわずかで､ホストとゲストの間
の異文化接触問題が発生した場合の責は､留学生側が異文化不適応という名の課題の下に､引き受け
てきた構図があるかのように見受けられる｡対人関係が相互作用から成り立つことに着目するなら､
異文化滞在者である留学生の問題を､受け入れ側である日本人ホストの側からの視点を加えて捉え､
両者が相互の営みをより良いものにしていけるよう考えていくことを通じて､留学生とホストがより
良い関係を育んでいくことを目指す方が効果的ではないかと考える｡そのためには､異文化間教育的
な観点からホストを支援していくという視点が必要になってくるものと思われる｡ホストへの支援と
しては､例えば日本人の学生や大学スタッフ､留学生関係者の国際感覚をより高め､対応能力を向上
させていくことに役立つような教育的試みを考えていくという方法が考えられる｡留学生にとっては､
日本社会に適応しやすい環境が人的環境の面から提供されていくことにも通じる｡
本稿では､留学生支援ボランティアとして留学生と接する日本人ホストを対象に､ソーシャルスキ
ル学習を実施したセッションについて報告を行う｡留学生支援ボランティアを今回のスキル学習の対
象としたのは､自主的に留学生支援のボランティア活動に参加しているグループであるため､異文化
学習への動機付けの高いことが予想されること､また異文化対応能力の向上へのニーズが見込まれる
ためである｡ソーシャルスキルとは､対人関係をすみやかに成立 ･維持 ･発展させるための認知 ･行
動的な技能を指し､ソーシャルスキル学習とは､これらの技能を向上させるため､臨床社会心理的な
枠組から､セッション形式で実施される学習の方法を指す｡実際の場面を想定したロールプレイを模
擬的に実施することを通じて､参加者は現実の場面で効果的と思われる対応方法を学んでいく｡行動
の機会と実施の意志があれば､ミニチュア的空間で学んだことを現実の社会で使って､体験的な理解
を深めていくことができ､教室から実地へと場を広げて異文化交流の学習を進めていくことができる 
(田中 ･中島 ,2006)｡ソーシャルスキル学習は､臨床心理的な適用例では統合失調症やうつ病など
の病理状態を抱えた人に適用されているが､教育目的での適用も多く､少年院での矯正教育や小学校
での日常的な教育活動の中での適用例もある (田中,2002)｡異文化滞在者の文化学習に活用してい
くという､異文化間ソーシャルスキル学習としての実施は､これまで在日留学生を対象に､ホストと
の対人関係形成の促進を期待して実施された例や (田中 ･中島,2006)､留学生とホストの混合グルー 
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プを対象にして実施された例がある (高演 ･田中,投稿中)｡但し､受け入れ側であるホストのみを
対象にして実施された試みは､過去に研究報告の例がない｡ホスト-の異文化間教育という設定でソー
シャルスキル学習を取り入れた本稿のセッションは､今後のホスト教育の形を提案していく意味合い
を持ったものである｡本稿は､ホスト教育セッションの開発投階における､試行の実践報告である｡
短時間の簡易セッションを実施しながら､その骨格となる構成をまとめ､参加者の反応やロールプレ
イパフォーマンスについての自己評価を通じて､今後のセッションの実施方法についての手がかりを
探っていこうと考えている｡
方法
･セッションの設定
 
A大学の学内における､留学生支援ボランティア団体Bの研修会として設定された｡日本人学生

向けの勉強会の一環として､その団体によって企画されたものである｡ 本セッションは､日常的な
留学生への対応を改善させる目的で設定されている｡そのため､参加者が日頃留学生と接する中で､
実際に体験したコミュニケーション上の困難が含まれた場面を､課題場面として選定した｡実際に
ロールプレイを行うという方法で､現実的な場面における解決方法を体験的に学習することにした｡
･実施時期 2006年 6月と2007年 5月｡各年度ごとに週 1回､ 2過連続して実施した｡すなわち各年 
2回ずつ､セッションが行われた｡ 1回のセッションの時間は約30分｡各年度は独立して
実施されていたが､ホストが留学生に対応するにあたり､有効なソーシャルスキルを学習
するという共通のコンセプトで実施されていたため､本稿では 2年分をまとめて報告する｡
･参 加 者 2006年度､2007年度で参加者は異なるが､両年度に渡り参加している学生も存在した｡

参加者の構成については以下のとおり (注 1)0
 
Ⅰ.2006年度
 
1回目
団体 Aのメンバー 6名 (学生ボランティア 4名､一般市民ボランティア 2名)
留学生との交流歴 2年 :1名､ 5年 :1名､ 7-8年 :1名､不明 3名｡ 
2回目
団体 Aのメンバー 5名 (学生ボランティア 4名､一般市民ボランティア 1名) 
Ⅱ.2007年度
 
1回目

団体 Aのメンバー13名 (学生ボランティア12名､一般市民ボランティア 1名)
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2回目
団体 Aのメンバー 9名 (学生ボランティア 8名､一般市民ボランティア 1名)
･スタッフ	 司会 ･進行役の講師 1名 (注 2)､ビデオ記録係 1名､ 2007年 2回目には演技の相手役
として講師補佐の日本人 1名 (注 3)｡セッションが実施されたセミナー室の一角にビデ
オカメラを設置し撮影した｡ビデオ記録は研修の流れに即して部分的に行われている｡
･セッションの概略
セッションの流れについて､表 1に示した｡最初にセッションの方法が説明された｡続いて体験
の聞き取りを行いながら練習課題を設定して､その課麓を巡ってロールプレイとフィードバックと
を繰り返す｡個人が演技を行うごとに拍手でねぎらう｡フィードバックは否定的なものではなく､
肯定的なものを募る｡指導者は試行を励まし､パフォーマンスを賞賛していく｡肯定的な空気の中
で自由に行動を試してもらい､社会的賞賛を与えることで､当該の行動に関する社会的強化をはかっ
ていく狙いを持っている｡こうしたミニチュア空間での試行は､行動リハーサルとしての意味を持
つ｡更に質疑を通じて､疑問を解消したり発展的な知識をつけたりしていく｡現実場面での社会的
文脈に即した実践が推奨され､般化が期待される｡
表 1.セッションの流れ
ソーシャルスキルと学習方法の説明
対人行動上の困難の把握 (アンケートや口頭による聴取)
学習課巷の選定と課題場面の具体的な設定
ロールプレイ 1回目の実施
参加者同士のフィードバック､正の強化､討論､解説
ロールプレイ 2回目の実施
ビデオ録画の再生を活用した振り返り､正の強化､討論､解説
学習のポイントと実施上の注意などのまとめ 
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･各セッションの具体的な様子 
2006年度の初回と第 2回目のセッションを､それぞれセッションの06-1､06-2とし､2007年度分を
同様に07-1､07-2とする｡各セッションで用いた課題場面は､各セッションで 1つずつ､合計 4つあ
るが､以下では便宜上､実施された順に課題 1から課題 4という通し番号を付けて記す｡課題場面を
表2に示した｡セッションの具体的な手続きは､以下の通りであった0
表 2.各セッションで参加者からの意見聴取に基づき設定された課盈場面 
2006年度 【課題 1】 映画の待ち合わせをして一緒に映画を見に行 く時に､どのように集合時間と 
1回日 場所を伝えるかo 
2006 課題 2】 映画の待ち合わせに 1時間遅れてきた留学生にどのようにクレームを言うかo2回目年度 【
2007年度 【課題 3】 ボランティアメンバー以外の日本人は話しかけてきてくれない､と不楠をも
1回目 らす留学生にどう対応するかo 
なっているのではないかと気になったoその気持ちを相手に表現してよいか､
2007 課題4】 バーベキューの手伝いを依頼し､留学生が引き受けてくれたが､実は負担に2回日年度 【
セッション06-1､06-2
最初に､留学生と付き合う中で遭遇した困難場面について尋ねた｡参加者への事前アンケートに基
づき､ 2つの課題場面の設定を行った｡今回は文化差がしばしば観察されトラブルが起きがちな､時
間感覚の差に基づく行き違いについて取り上げた｡難易度の異なる 2場面が設定され､難易度の低い
方を初回の06-1､高い方を次回の06-2で使用した｡課題 1 (難易度低)は､時間に遅れてくるという
トラブルの防止を考慮した伝達方法を工夫する場面､課題 2 (難易度高)は､実際に留学生が時間に
遅れて来てしまうというトラブルが発生した後での対応場面であった｡時間感覚のずれという原因は
同じだが､既に事態が発生している課遺 2の方が､否定的な感情も強いことから､難易度が高いと考
えられた｡
続く進行の手順だが､セッション06-1では､課蔑場面 1について､ 1回目のロールプレイを行い､
パフォーマンスについて良い点と工夫出来る点について意見を出してもらい､講師から意見の整理と
解説を行った｡続いて 2回目のロールプレイを行い､ 1回目と2回目のパフォーマンスについてビデ
オ記録を流し､チェックした後､講師からまとめの解説が行われた｡次週に行われたセッション06-2
も､06-1と同様の流れで実施された｡文化による時間感覚の違いとそのトラブル予防､トラブル対応
について取り扱ったこれら 2回のセッションでは､異文化間ソーシャルスキルの重要性と実施上の注
意について､最後に説明がなされた｡ 
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セッション 07-1､07-2
最初に､参加者から口頭で､留学生と付き合う時どうしたらいいか分からなかった経験を聞き取り､
それに基づいて､その場で講師による課蓮場面の設定が行われた｡セッション 07-1では､留学生が日
本人のふるまいを誤解している場合に､それを説明して事態の解決-導くという場面を取り上げた｡
これを以下､課題 3とする｡そこではまず､場面設定の基になった体験を話した参加者に､講師を相
手に 1回目のロールプレイを行ってもらい､そのパフォーマンスについて他の参加者から､良かった
点や工夫できる点について意見を出してもらった｡引き続き､同じ人物による 2回目のロールプレイ
が行われ､ 1回目のパフォーマンスとの改善点につき意見聴取が行われ､最後に講師から意見のまと
めと行動の要領についての説明が行われた｡
セッション 07-2の課題は､以下のとおり｡行事の手伝いを留学生に頼んだところ､留学生が引き受
けてくれたが､負担になっていないか心配だったため､｢大丈夫ですか?｣と聞くのだが､相手の負
担感を気にしてそう尋ねること自体､相手の文化に照らすと失礼にあたるのではないかと気がかり
だった､という体験について取り上げた｡相手への心配や気兼ねを抱えている時に､その気持ちをど
う表現し､相手に伝えていくかについて場面設定がなされた｡基になったエピソードを報告した者が
最初に､続いて他の者 2名の､合計 3名の参加者が日本人学生役となって､講師補佐を相手の留学生
役として､それぞれ 1回目のロールプレイを行った｡講師が､留学生役の方に､ロールプレイで相手
の対応にどんな感じをもったか､確認していった｡続いて､良かった点や工夫できる点についての討
論が行われ､このような場合のコミュニケーションのコツをまとめた｡最後に､講師がロールプレイ
の例を示した後､ 1回目と同じ演技者 3名が､ 2回目のロールプレイを行った｡周囲で見ていた学生
に意見を尋ねた後､講師からまとめの解説が行われた｡
･セッション後のアンケート実施
セッション中にも対話方式で感想やコメントを聞いてはいるが､それとは別に､各回セッションの
終わりにまとめとして記入用紙を配り､参加者による学習の自己評価を記してもらった｡セッション 
06-01､02では､各回が修了した段階で､ 2回目のロールプレイの方がよくなった点 (パフォーマン
スの評価)､今後どうやりたいか (今後の行動化-の意志)､というセッション中及びセッション後の
行動に関わる 2点を､自由記述形式で答えてもらった｡セッション 07-01､02では､ 06シリーズで用
いられたのと同じ設問に加えて､セッションから何を学んだかという､すなわち学習内容についての
認識も､自由記述形式で尋ねられた｡セッション後のアンケートの設問を､表 3に示した｡ 
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表 3.セッション後アンケー トの設問
セッション06-01､06-02 (2006年度実施) 
Ql. 1回目と2回目のロールプレイでどこが変わったと思いましたか ? 
Q2.実際にやるときには､どうしようと思いますか ?
セッション07-01､07-02 (2007年度実施) 
Ql. 1回目と2回日のロールプレイでどこが変わったと思いましたか ? 
Q 2.実際にやるときには､どうしようと思いますか ? 
Q3.全体を通して何を勉強したと思いますか｡どう生かせそうですか｡他､感想をお願いします｡
結果と考察
セッションへの参加によって､参加者の認知行動面にどのような変化が見られたのか､セッション
中の様子を紹介しながら､以下に報告する｡セッション中の発言やセッション後の記録用紙への記載
内容から､学習上の効果を読み取る上で注目される部分について､特に焦点をあて検討を加えていく｡
･セッション中の発言から見たセッションの効果

セッション06-01

｢時間感覚｣とそれに基づく規範の問題を取り扱った初回となるこのセッションでは､まず､難易
度の低いものとして､時間に遅れてこないように相手に伝えるという場面が設定された｡待ち合わせ
の時間厳守を相手に伝えた上で念を押す､という行動の練習をするという課題設定が説明された｡全
月の参加者が順に 1回目のロールプレイを行い､パフォーマンスをふり返る討論を行った後で､ 2回
日のロールプレイが行われた｡本セッションでは､学生の討論や講師の説明の部分についてのビデオ
撮影は行われていなかったため､詳細なやりとりの記録を報告することはできないが､記入用紙によ
る参加者の自由記述は､他のセッション同様に残されている｡講師のまとめの発言は一部撮影されて
いるが､そこでは 1回目及び 2回目のロールプレイのパフォーマンスについて､日本での時間に関す
る規範をうまく伝えられるようになった者がいた旨が述べられている｡｢3時と言って時間を決めたら､
その前までに来ておくのがいい｣といったような､社会的に高く評価される行動についての解説も行
われていた｡
セッション06-02
｢時間感覚｣とそれに基づく規範の問題を取り扱った第 2回目となるこのセッションでは､第 1回
目よりも難易度の高い場面が設定された｡約束に 1時間遅れてきた留学生に､どのような対応をする
かという場面設定がなされた｡文化の違う人同士の間では､感覚や価値観の違いからトラブルが起き
ることはよくあるが､実際起きてしまった場合､どのように説明したり交渉したりするのかを練習し 
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てみたい､という狙いが説明された｡ 
1回目のロールプレイの後､お互いのパフォーマンスの良い点について意見を出し合った｡｢約束
を守らなかったら大変失礼にあたる｣という言葉を出したことで､約束を守らないことが日本人にとっ
てどういう意味を持つのかが伝えられたという意見､一方的に主張するのでなく相手に遅れてきた理
由を聞くという配慮が出来ていたという意見､笑顔でソフトな話し方をすることで相手に肯定的な非
言語的メッセージを与えた点に好感が持てるという意見が出された｡講師からは､相手にとって納得
できる理由を付して日本文化でのルールを説明すること､要望を率直に伝えること､常識がずれてい
る場合はそのことについての確認を取ること､怒りの表明から入らず心配していたという気持ちを伝
えること､押しつけがましくならない物の言い方を工夫すること等､行動の要領や指針が伝えられ､
手間と時間をかけてコミュニケーションをすることが不可欠である旨が説明された｡ 
2回目のロールプレイの後にも､まとめが行われた｡穏やかな言い方､説明､確認を取ることの大
切さを重ねて意識した上で､異文化の人との間では話し合いながら妥協点を見つけるようにしていく
のがよいだろうという提案がなされた｡例えば､ 3時に来ることがどうしても無理な留学生に対して
は､日本のやり方を無理やり押し付けるのではなく､一歩譲ってせめて 3時半までに来るように言っ
たり､自力で 4時までに直接集合場所に来てもらうのはどうか､といった柔軟な代替案を出すなど､
相手のやり方との中間点を探っていく方法もあることが説明された｡
セッション 07-01
まず､留学生と上手に付き合うためにはどうすればよいか､ロールプレイをしながら探ってみるセッ
ションであることが説明された｡参加者から順次口頭で出された､留学生との対応に困った場面に関
する報告の中から､今回の学習セッションで取り上げて練習できそうなものが選ばれた｡｢日本人が
自分からは話しかけてくれない｣という悩みを持つ留学生にどう答えるか､という課選場面が設定さ
れた｡ 1回目のロールプレイ後の討論では､参加者から､効果的なコミュニケーション方法について
の気づさに関する意見が交換された｡話し方がゆっくりの方が留学生にとっては分かり易いのではな
いかという意見や､学食で日本人に話しかけてみるなど現実的にできそうな提案をしてみたらいいの
ではないかという意見､友達になりたいと思ったら自分から積極的に話しかけてみるよう励ましや勇
気付けの言葉をかけてみてはどうか､等の意見があった｡また､日本人は自分から話しかけることは
得意ではないかもしれないが､話しかけてみたいという気持ちはあるということや､留学生への興味
や交流への関心は持っているということを説明してあげたらよいといったような発言もあり､日本人
の考え方や気質を説明することで､相手の理解を促すという対応が提案された｡ 
2回目のロールプレイでは､留学生と比べると､日本人は自分から話しかけることがあまり得意で
はないかもしれない､という傾向について､より丁寧に説明されるようになっていた｡ 1回目と 2回
目のパフォーマンスの向上点を尋ねると､ロールプレイの当事者の学生は､自分から話しかけるのが 
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苦手という日本人の性格みたいなものを相手に分かってもらうことが効果的だと考えたので､そう言
うようにしてみた､と答えた｡また､他の学生からも､ 2回目の方が相手に安心感を与えていたとか､
留学生が自分から話しかけてみた方がよいかもしれないことの理由が説明できるようになって良かっ
たと思う､といった意見があった｡講師からは､以下の説明が加えられた｡留学生から見て期待通り
にいかない現実に､留学生自身がフラストレーションを抱えているような場面で､日本の文化にも留
学生の文化にも通じているような日本人が､文化的葛藤の ｢謎解き｣をしてやること､いわば文化的
な仲介者になることが､留学生にとって身近な存在である日本人支援者としての大事な役回りであろ
うことが説明された｡そして､過去の調査を見ても､日本人の方が語学の未熟さを必要以上に気にし
て留学生に話しかけないことを､留学生は日本人が自分たちに関心がなかったり､嫌いだと思ってい
たりするという指摘があることが､説明された｡日本人と留学生との間で､相互の交流がうまく行か
ないことについての原因認知のズレが生じているが､このようなズレの存在を知った上で､文化の仲
介者としての役割を果たしていけば､異文化滞在者の不安を減少させていく役に立つと説明された｡
セッション07-02
前回のセッション07-01の冒頭で､参加者の一人から口頭で述べられた困惑体験の中から､前回と
は違った例を取り上げて練習課題が設定された｡行事の手伝いを留学生に頼んだとき､その負担感が
気になる場合にはどうしたらいいかという課題設定である｡講師補佐に留学生役になってもらい､事
例を提供した学生を含む 3名の学生に､留学生に行事の手伝いを頼みながら対話する､というロール
プレイを行ってもらった｡初回のロールプレイの後に､まずは､留学生の立場に立った場合どういっ
た面が良かったと思うかを尋ね､次に､どのようにしたらもっと良くできると思うかを尋ね､ロール
プレイを観察していた他の学生からの意見を募っていった｡相手の負担感に対して直接､｢大丈夫で
すか ?｣という言葉で尋ねた対応が良かったという意見や､誘う時に楽しそうに､軽い雰囲気で誘う
と良いなどの提案がなされた｡講師から､｢大丈夫ですか?｣という言葉で直接相手に気持ちを伝え
ようとすること自体は良い考えであろうこと､大丈夫かどうか聞くこと自体が失礼にあたるかどうか
気がかりな場合は､そのことについてストレートに聞くこともできるという助言があった｡ 
2回目のロールプレイは､講師により､講師補佐を相手に見本が示された｡｢大変なこと頼んじゃっ
て大丈夫かしら?｣とか､｢大丈夫とか開いちゃって､失礼にならなかったかしら?｣と､負担感に
ついて､あるいは負担感の有無を尋ねたことが､失礼にあたらないか確かめるための発言のバリエー
ションが参加者に例示された｡そして､もし自分が気にしていることがあれば､｢あなたの国では失
礼にあたる?｣と直接尋ねることも､取りうる対応方法の一つであることが解説された｡
その後､ 1回目のロールプレイを行った同じ3名により､ 2回日のロールプレイが実行された｡ 1
回目のロールプレイでは､ 3名中 1名の学生のみ､｢大丈夫ですか?｣と相手の負担を尋ねる発言を
したのに対し､ 2回目では､ 3名の学生すべてが､｢大丈夫ですか?｣ ｢無理なこと頼んでないですか 
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ね?｣などと､相手の負担について気遣う表現を加えていた｡更に､その内 2名の学生は､｢大丈夫
ですかっていっぱい開いてるけど､失礼にあたりませんか ?｣ ｢大丈夫と聞くのは､あなたの国では
失礼なことにあたらないですか?｣と､そうした表明が相手の文化に照らして受け入れられるかどう
かについても､尋ねていた｡最後に､数名の学生に感想を聞いた後､講師から､異文化接触場面では､
言葉をつくすことが大事であることや､気がかりなことがあればその場で確認を取るとよいこと､文
化的な差異に基づく不安や疑問を率直に聞き合うことで､文化の葛藤やすれ違いなどについての謎解
きが進むこともあることが説明された｡｢あなたの国では失礼にあたりませんか?｣と聞かれることで､
留学生自身も日本人がどんなことを気にしているのか理解することができるし､開いていくことでお
互いの心配や不安の解消にもつながっていくこと､そして､信頼関係のある者同士が､心配なことも
含めてお互いの文化について色々な質問を繰り出し合い､説明をし合っていくことで､お互いの文化
の仲介者として育っていけるという､異文化間交流の方向性が提案された｡
･セッション後のアンケートから見たセッションの効果
セッション 06-01
｢1回目と比べて 2回目のロールプレイでどこが変わったと思いましたか?｣と演技者のパフォー
マンスの変化を問う設問に対しては､以下の内容が挙げられた｡文化の差を意識して対応ができるよ
うになったとの回答が 1名､説明がより念入りになったとする回答が 3名､日本人の時間感覚につい
て説明するようになったとの回答が 3名､押しつけにならないよう話す､相手に分かり易いよう話す
など､話す時相手に配慮した対応ができるようになったとの回答が 2名から得られた｡全員が何らか
の形で､パフォーマンスの向上を報告した｡
｢実際にやるときには､どうしようと思いますか?｣という､記入者にとっての今後の行動を尋ね
る設問に対しては､文化差を意識して対応したいという回答が 3名から､理由などをつけて詳しく説
明したいという回答が 4名から得られた｡セッション中に会得したものを､今後の自分の行動に取り
入れようと考えている｡
セッション 06-02
｢1回目と比べて 2回目のロールプレイでどこが変わったと思いましたか?｣という設問に対して
は､ 4名が､相手になぜ遅れたのか理由を聞けるようになったなど､相手の立場を思いやった対応が
出来るようになった旨を回答した｡ 2名が､簡潔に伝えることができるようになった､との回答をし
た｡語数を増やして説明するようになったという回答も1名から得られた｡
｢実際にやるときには､どうしようと思いますか?｣という設問に対しては､伝えたいことがしっ
かり伝わるようにしたいとの回答が 3名､伝える際には穏やかに言う､遅れた理由をまず聞いて心配
していることを表現する､押しつけがましく言わないようにする､といったような､相手の心情に配 
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慮しながら話したいとする回答が､ 4名から得られたo明瞭に伝達することと､相手に配慮すること
が両立できるようなコミュニケーションを志向するようになっている0
セッション07-01
｢1回目と2回目のロールプレイでどこが変わったと思いますか ?｣という質問に対しては､以下
が記された0日本人がなぜ自分からは話しかけないように見えるのか､留学生が理解し易いように理
由を添えることができるようになった点を指摘した回答が 4名から､相手の心配を取り除くよう､思
いやりのある気持ちが表現されるようになった旨の回答が 2名から得られた｡
｢実際にやるときには､どうしようと思いますか?｣という設問に対しては､留学生の不安を気遣
い､安心感を与えられるようにしたいという旨の回答が 3名から得られた｡日本人が自分からは話し
かけてこないように見える理由を､分かり易く説明したいとした回答が 1名から､留学生に自分から
積極的に話しかけることもしてみたいという旨の回答が､ 1名から得られた｡
セッションから何を勉強したと思うか､という学習の自己評価を尋ねた設問では､ 4名が､留学生
と日本人学生の間の交流の困難には､｢原因認知のズレ｣が存在することを学んだと記した｡また､
そのズレを埋めていくために､日本文化について伝えることの重要性を認識したと述べた者が 1名い
た0日本人に関する特徴や傾向を知らせてあげるのがよい､原因認知のズレを､文化の仲介者として
働きかけることで､少しでも解消できることを学んだ､といったような､自らが ｢文化の仲介者｣と
しての役割を果たすことへの認知の発生を示す記述が 8名から得られた｡他には､留学生には異文化
環境下での不安が存在するので､そのため安心感を高めるコミュニケーションが求められていると気
づいた､という回答が 7名から得られたo今回用いた学習方法自体を歓迎する記述も見られた｡ロー
ルプレイを用いて意見を出し合うという手法を使うことで､異文化間の問題についての思考が深まっ
ていき､異文化対処の方法が身に付き対応能力が向上することを実感しうる学びが経験できた､とい
う今回の学習方法への肯定的な評価と解釈できるといったような回答が 3名から得られた｡
セッション07-02
｢1回目と2回目のロールプレイでどこが変わったと思いますか?｣という質問に対しては､心配
していることや気がかりなことをきちんと聞くことができるようになった､という趣旨の回答が 5名
から得られたoその他､具体的な意味は明らかではないが､｢心構え｣と回答した者が 1名､｢会話が
長くなった｣と回答した学生が 1名いた｡
｢実際にやるときには､どうしようと思いますか?｣という設問に対しては､自分が気にしている
ことを聞いたり､気持ちを言葉にして伝えるなど､積極的な言語化を行っていくようなコミュニケー
ションの取り方をしたいという意志を表明した回答が､ 5名から得られた｡楽しい感じを表現してフ
レンドリーにといった､肯定的な雰囲気作りに関する回答が､ 3名に見られた｡相手の気持ちを考え 
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て接していきたいとする 1名と､気合いで頼むという 1名の回答があった｡
セッション07-01､ 07-02全体を通して何を勉強したと思うか､どう生かせそうか､あるいは他に
何でも感想を書いてください､と記した 3つ目の質問に対しては､以下の記載が得られた｡言葉にし
て気持ちをストレートに伝える､気になることをその場で確認する､不安や疑問を開き合う等､異文
化間の意思疎通のコツや対処方法を具体的に学べたという趣旨の回答が､ 7名から得られた｡留学生
あるいは外国人と接する時は文化が違うことを意識したい､という回答が 1名から､気遣いを学んだ
という回答が 1名から､得られた｡
総合考察
･セッションの設定について
日本人ホストを対象に､異文化間の対人関係形成に有用と考えられるホストのソーシャルスキル滴
善を目的として実施された本稿のセッションは､2006年度に 2臥 2007年度に 2回の 2シリーズに渡
り､合計 4回実施された｡自由参加の研修会という開催形式を取っており､参加者個人単位でみれば
最多で 4臥 最少で 1回の参加機会があったことになる｡累積効果を明らかに出来ないという限界は
あるが､少なくとも 1回の受講がある参加者において､セッション参加により何が学ばれたのかを､
以下で振り返ってみたい｡各セッションにおける学びの焦点､4回のセッション各々で取り上げられ
たスキルは次の通りであった｡
まず､課題 1では､時間感覚の違いに現れる文化の違いを意識して対応するというのが認知面の目
標であり､それに伴う言い回しや態度が行動面でのスキルにあたる｡異文化性への認識を高めるとい
う課題への効果は､実施後に記入された振り返りの自由記述にみてとることができる｡日本文化と相
手文化との間では異なるものの見方や考え方があるという､異文化性に対する意識が高まったとする
記述が見られる｡ここでは文化的説明に関するソーシャルスキルが､向上している｡
課題 2では､相手に配慮しながら説明し主張するという行動が練習されている｡約束の時間に遅れ
た理由を尋ねたり､困惑を穏やかに伝えるといった相手-の配慮を示しながら､｢困惑している｣事
実を明瞭に伝え､取りうる対応を探っていく､という行動の練習を行っている｡無断で約束の時間に
遅れることは失礼にあたるということを､非言語コミュニケーションにも配慮しながら､はっきりと
伝えるように､参加者のパフォーマンスは変化している｡ここでは文化的トラブルへの対応のソーシャ
ルスキルが､感情表現や主張のスキルを含めて､取り上げられている｡
課題 3では､外国人に日本人の態度について説明する､日本での行動の要領を伝える､という課題
に取り組んでいる｡ 外国人とのつき合い方に困惑する日本人は少なくないが､そういう日本人と接す
るときの､外国人側の誤解や不安を解消したうえで､歩み寄りの方法を提示して励ましを行う､とい
う行動を練習している｡いわば､異文化間の関係性形成のソーシャルスキルを､認知的再体制化を進
めながら､構えや行動の要領として指南している｡ 
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課題 4では､自分の不明確な気持ちを言葉で表して伝える､相手の気持ちについて尋ねる､という
感情をめぐる問いかけに焦点が当てられている｡｢大丈夫ですか｣などの声かけで､気がかりや不安
を表現する練習をしている｡ 1人で黙って気にするだけではなくて､不安の解消､疑問の解決につな
がる行動として､感情について問うというソーシャルスキルが練習されている｡
4
･全セッションに共通する学習の主題
それぞれのセッションで焦点が当てられたソーシャルスキルは異なっていたが､すべてのセッショ
ンに共通して含まれていた要素は､異文化性の認識とその説明､相手への配慮を伴った主張性であろ
う｡参加者は､最初に留学生との付き合いで困惑したことを用紙や口答で報告しており､それらの中
から､ソーシャルスキルに還元でさそうな行動が選択され､練習の課題として設定されている｡異文
化性に基づく問題に対応していくためには､まずは異文化性の存在に気が付くことと､日本文化とそ
の特定文化との違いを具体的に認識することが必要である｡そして､それを正確に説明していく技術
がいる｡これが､｢異文化性の認識とその説明｣を成し遂げる技能といえる｡そして社会の規範とそ
こからの解離や､ホストが受け取るインパクト､誤解の可能性について説明すること､さらに自分の
困惑と要求を伝え､かつ相手との妥協点を探っていくことが必要である｡これが､相手-の配慮を伴っ
た主張性の技術の中身であり､そこには交渉力や柔軟性の要素も求められる｡本セッションには､外
国人留学生を受け入れるホストとして期待される､重要な機能が織り込まれている｡セッションを通
じて参加者が学んだことは､｢異文化を背負った相手との葛藤場面で､文化差を意識し､相手や相辛
の文化への配慮を怠らないようにしながら､日本文化について現実的に伝えて､取りうる対応を探っ
ていく方法｣としてまとめることができるだろう｡これは､外国人留学生を受け入れるホストとして
必要な能力を集約している｡多くの参加者は､セッションを通して､ゲストである留学生に日本文化
turalcu-crを説明することの重要性に気づき､文化的仲介者 ( oss ll
の役割を果たすことに､前向きな姿勢を示すに至っている｡一方的に日本文化を伝えようとするので
なく､相手の文化的背景が違うという事実を意識した上で､日本文化を分かり易く伝えるため､理由
を付して念入りに説明するなど､相手の理解へ配慮し､安心感を生み出す言葉や態度が志向されるよ
うになっている｡こうした文化的仲介者としての自らの役割への気づきとその実施の要領は､ロール
プレイで得た実感や､他の参加者からのフィードバックを通じて､あるいは講師の言葉がけや解説を
通して､はっきりとした形で認識されていっている｡解説される内容は､教示的な方法による知識の
獲得を意味するが､続いて考え方の枠組みが再構成されていき､実感を伴って行動の要領が会得され
整理が進んでいく｡こうした構造的な学習が次第に進展していくことが､本セッションの構成から期
待されるものである｡参加者の振り返りを見ると､こうした認知行動的な学習が多かれ少なかれ成立
していたように思われる｡ 
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･セッションの実施方法に関する課題
セッションの実施手続きについて､考えてみたい｡ 07シリーズのように､その場で事例を挙げても
らい､即座に課題を設定するという方法は､事前準備の手間が不要というメリットがある反面､講師
による瞬時のテーマ選択と設定という技術が求められる｡臨床心理領域で実施されているソーシャル
スキルトレーニングでは､実施者の臨床的な技術を磨く場として､学会などが研修会を開催している｡
講師が経験を積み技能を高めておくことは､良好なセッション運営のための必要条件とされている｡
また､セッション参加者が異文化間題について平素から問題意識が薄かったり､異文化接触歴が浅く
あまり葛藤を経験していない場合は､体験事例を用いた課題設定は成り立ちにくい｡今回のような体＼
験事例に基づき､現実的な対応方法を練習していくような方法は､異文化接触の経験者でかつ学習へ
の動機付けの高い者を対象にしたときに､取りうる方法といえる｡参加者が異文化接触の未経験者で
ある場合は､別途収集しておいた典型的な事例から､重要度や難易度を勘案して､課題を所与のもの
として与える形態を考えることができる｡ 今回のセッションは､一連のボランティア講座という機会
設定の中で実施されたもので､参加者の人数や顔ぶれには､毎回変動があった｡セッションの骨格に
ついても､探索的な試みの域にあり､それゆえ年度ごとのセッション構成も､参加者との関わり方も､
少しずつ異なる部分を持っている｡効果をいかに把握するかは実践研究の根幹ともいえる重要な設定
事項であるが､今回は簡単な自己評価用紙と､ビデオ記録からの発言録を検討したに留まる｡セッショ
ンの効果を正確に評価していくためには､参加者の条件を一定に揃えたり､詳しい評価シートを用意
したり､自己評定に加え他者評定を加えたり､セッション後のフォローアップを実施したり､長期間
にわたる波及的効果を浮かび上がらせていったりする工夫が必要である｡今回のセッションでは､参
加者の ｢異文化-の認識｣や ｢異文化接触への態度｣は､直接測定していない｡セッション参加者は､
留学生支援を目的にしたボランティア団体のメンバーであり､日頃の留学生との交流経験から､すで
に異文化間葛藤の経験を持ち､異文化間題への対応に関するある程度の心構えや経験的な知識を持っ
ていた｡そのため､各回3 0分という限られた時間内で構成されたセッションでも､学習効果が得やす
かったのではないかという見方ができよう｡もし参加者が､異文化接触の問題意識や異文化間葛藤の
経験に乏しければ､まずはそれを喚起することや､異文化に問題解決的に接していこうとする構え自
体の形成に､更に教育的な準備手続きを要すると考えられる｡
今回のセッションでは､日本人ホストとして ｢日本文化｣を説明することの重要性が認識されるに
至っている｡このような日常的な ｢日本文化｣は､お茶やお花といった芸術文化と違い､意識的に学
習できる機会が､明示的には提供されていないものである｡生活文化､特に日常的な行動文法をホス
トがどう学び､自覚することができるのか｡セッション以外に､こうしたセンスを磨く経験は何かあ
るのか｡人為的学習と自然学習の対比も､興味深い問題設定である｡ホストが無自覚になりがちな自
らの文化的行動にあえて自覚的になるために､異文化間教育的な関わりが何か他に考えられる場合､
今回のようなセッションとつなげてシリーズ化したり､パッケージ化したりする事も考えられる｡セッ 
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ション内の構成のみならず､本セッションを納める外枠の構成を構想することも､今後は考えていく
とよいように思われる｡今回の実験的セッションは､認知行動的な学習を目的とした小集団方式を採
用しているため､少人数を対象とした知見に限られている｡練習課題は参加者のニーズに即したもの
ではあるが､限られた場面が扱われたに過ぎない｡都合がつく時に自由意志で参加する設定であった
ため､全回の参加が義務化されておらず､参加者に変動があった｡参加者の属性を揃えてセッション
を実施する設定ではなく､属性の違いによる反応の差を検出する構成もとれていない｡今後､施行例
を増やして知見を蓄積することを通じて､課題や参加者の違いによる仔細な分析が可能になるだろう｡
またセッション中の様子は短期効果を反映したものと考えられるが､その後実際の交流場面で参加者
の認知や行動がどう変化したかという､長期的な効果も興味深い観点である｡
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注 1 身分と交流歴以外の属性については､測定を行っていない｡
注 2 本稿の第 2著者｡
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